
 

Ⅰ 令和 5年度 事業報告書 

 

1 事業の概要  

概 況 

水戸市国際交流協会は，国際交流の中核組織として，地域における国際交流活動を推進する

ことを目的に平成 7年 3月に設立され，市民，関係団体，行政等との連携を図りながら，多様

化する国際交流に対応するため，国際交流センターを拠点に様々な事業を展開してまいりまし

た。 

令和 5年度は，5月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが「2類」から

「5類」へ移行し，感染症対策が緩和されたことや，入国制限，行動制限等がなくなったこと

を受け，当協会の事業内容をコロナ前のレベルに近づけるべく努力してまいりました。この

ような状況の中，増加する外国人市民の需要に応じて，日本での生活に必要な日本語の習得

に向けた，日本語プレ初級クラスの開講数を増やすとともに，その他の事業についても，開

催回数や受入人数をコロナ以前の水準に戻すなど，充実を図りました。また，海外諸都市と

の交流については，4年ぶりにアナハイム市親善訪問団を派遣したほか，台南市(台湾)との友

好交流に向け，水戸市とともに取り組みました。そのほか，国際交流団体等の活動への支援

や外国人市民への支援に重点を置くとともに，地域住民と外国人市民との交流の場の創出や

各国の文化への理解を深めるための国際理解講座の開催等，多文化共生を中心とした事業の

展開に努めてまいりました。 

 また，水戸市から指定管理者の指定を受けている国際交流センターの適切な管理運営を行

うとともに公益法人にふさわしい事業の展開と組織運営に努めました。 

 

 

(１) 海外諸都市との国際交流事業 

市民間の交流，相互理解，友好親善を目的に，国際親善姉妹都市アナハイム市(アメリ

カ合衆国)及び友好交流都市重慶市(中華人民共和国)，その他海外諸都市との交流事業を

行いました。 

ア 国際親善姉妹都市アナハイム市との交流 

 (ア) アナハイム市親善訪問団の派遣 

期  間：令和 5年 10月 19日(木)～10月 23日(月) 5日間 

     派 遣 先：カリフォルニア州アナハイム市 

内  容：市長表敬訪問，歓迎昼食会，市内施設視察(ウェスタン高校，ミトスク

エア，エンゼルスタジアムほか)，報告書発行 



 

団  員：団  長 高橋 靖(水戸市長) 

          団  員 市民 6人 

              協会職員 3人 

           計   10人 

（イ）アナハイム市からの特使の受入 

      期  間：令和 5年 9月 23日(土) 

特  使：マイケル ヤング（アナハイム市観光局「Visit Anaheim」） 

内  容：市内視察（水戸芸術館，水戸市民会館，偕楽園，国際交流センター等） 

（ウ）水戸市学生親善大使の派遣 

アナハイム市側の受入れ態勢が整わなかったため，派遣は中止となった。 

   （エ）アナハイム市学生親善大使の受入 

アナハイム市側の申し出により，学生親善大使の受入れは中止となった。 

（オ）アナハイム市交流プログラム事前協議 

訪問団の相互派遣など，アナハイム市との交流事業の再開に向け，アナハイム市

側と協議をするため，職員をアナハイム市へ派遣した。 

期   間：令和 5年 8月 28日(月)～9月 1日(金) 5日間 

派遣人員：協会職員 1人 

 

イ 友好交流都市重慶市との交流 

（ア）重慶市訪問団の受入 

① 重慶博商会日本商務考察学習団の受入 

        期  間：令和 5年 5月 25日(木)～26日(金) 

人  数：29人 

内  容：市長表敬訪問，茶道体験(偕楽園好文亭)，市内視察（えこみっと， 

 明利酒類 等），市内経済団体等との交流 

② 重慶市訪問団の受入 

       期  間：令和 5年 10月 18日(水) 

       人  数：李 明全(重慶市人民政府外事弁公室副主任)ほか 5人 

内  容：市長表敬訪問等 

（イ）重慶市青少年交流事業 

  事業再開の見通しが立たなかったため，青少年交流事業は中止となった。 

 

 



 

ウ 他諸都市との交流 

（ア）台南市友好交流事前協議 

台南市とのさらなる友好交流の推進に向け水戸市長が台南市を訪問し，台南市長と

両市間の交流に関する協議を行う際に，水戸市からの要請を受け，随行として職員を

派遣した。 

期   間：令和 6年 1月 29日(月)～2月 1日(木) 4日間 

派 遣 先：台南市（台湾） 

内  容：市長表敬訪問，台南市関係者との意見交換，飛虎将軍廟視察，市内視察 

派遣人員：協会職員 2人 

 

 

（２）市民の国際交流活動に対する支援 

国際交流ボランティア団体等の活動が円滑に行えるよう支援するとともに，市民に対し，

団体等の交流活動の紹介や講演会等を通して，国際理解を深める啓発事業を行いました。 

 

ア 国際交流のつどい 

市民の国際理解の推進を図るため，世界各国の文化等を紹介するとともに，国際交流

を促進する事業を実施した。（G7 茨城水戸内務・安全担当大臣会合応援事業） 

（ア）イベント「ちょっとだけワールドツアー」 

期  日：令和 5年 7月 23日(日)  

対  象：小中学生とその保護者 

内   容：外国人のゲストによる各国文化体験ブースを巡り，その国について知

るとともに，ゲストとの交流を楽しんだ。 

講  師：セイフェン ジャワ（フランス出身，茨城県国際渉外チーム国際交流員） 

     ソフィー コン（イギリス出身，茨城県国際渉外チーム国際交流員） 

     渡邉 ロスビタ（ドイツ出身） 

参加者数：38人（こども 20人，大人 18人） 

（イ）イベント「古代メソポタミアの文字を書いてみよう！」 

期  日：令和 5年 7月 29日(土)  

対  象：小学生とその保護者 

内   容：古代メソポタミア文明で使われていた「楔形文字」を実際に書いて学

んだ。 

講  師：依田 泉（元常磐大学人間科学部教授） 

参加者数：33人（こども 17人，大人 16人） 



 

（ウ）ワークショップ「みんなで考えるこれからの世界」 

期  日：令和 5年 8月 20日(日)  

対  象：中学生，高校生 

内   容：社会の諸問題を解決することを目的とするシリアスボードゲーム「サ

ンタ・チャレンジ」を中心としたワークショップを行い，世界の様々

な問題について議論しながら，理解を深めた。 

ファシリテーター：杉本 健二（茨城キリスト教学園中学校高等学校国際教育部長） 

参加者数：5人（中学生 4人，高校生 1人） 

（エ）講座「競馬で世界を駆け抜ける」 

期  日：令和 5年 8月 26日(土)  

内   容：世界各地の競馬場を巡ってきた講師が，その土地の競馬や，馬を通し

て見た都市の風景を語った。 

講  師：入江 たのし (メディアプロデューサー) 

参加者数：23人  

（オ）読み聞かせ会「世界のおはなしを楽しもう！」 

期  日：令和 5年 8月 27日(日)  

内   容：世界各国の絵本を日本語で読み聞かせした。また，絵本の舞台である

カナダの出身者をゲストに招き，国の紹介や手遊び歌を楽しんだ。 

講  師：コートニー プール（カナダ出身，外国語指導助手(ALT)） 

参加者数：午前の部 22人（こども 10人，大人 12人） 

午後の部 16人（こども 8人，大人 8人） 

（カ）展示「各国紹介展」 

期  日：令和 5年 7月 22日(土)～8月 27日(日) (期間中常設) 

内  容：水戸市で開催されたG7 茨城水戸内務・安全担当大臣会合に先立ち，

G7 構成国についてパネル展示で紹介した。 

紹 介 国：アメリカ，イギリス，イタリア，カナダ，ドイツ，フランス，日本，EU 

 

イ 国際交流団体活動紹介展 

国際交流センターを拠点として活動する国際交流団体等の日頃の活動状況を紹介する

パネル展を開催した。 

     期  間：[第 1期] 令和 5年 4月 15日(土)～5月 21日(日) 

          [第 2期] 令和 5年 6月 10日(土)～7月 9日(日) 

          [第 3期] 令和 5年 9月 2日(土)～10月 1日(日)  



 

          [第 4期] 令和 5年 11月 4日(土)～12月 10日(日) 

          [第 5期] 令和 6年 2月 10日(土)～3月 10日(日) 

     参加団体数：16団体 

 

ウ 国際交流団体連絡会議 

ボランティア団体間の情報交換やセンター利用等について，国際交流センターを拠点

として国際交流活動をしている各ボランティア団体からの意見や要望等を把握し，その

改善に努めた。 

 

エ 外国人に日本語指導をしているボランティア団体への支援：MIJ ネットワーク支援 

国際交流センターを拠点として外国人に日本語を指導しているボランティア団体のネ

ットワーク組織である「水戸市国際交流センターボランティア日本語教室ネットワーク

(通称：MIJ ネットワーク)」の活動を支援した。 

（ア）定例会 

       期  日：概ね隔月 1回 

内  容：教室運営状況の報告，意見・情報交換等 

（イ）初級日本語ボランティア養成講座 

期  間：令和 5年 4月 15日(土)～令和 5年 6月 10日(土) 

毎週土曜日（4月 29日を除く） 全 8回 

       共  催：日本語ボランティア団体「ラブニール」 

協  力：公益財団法人茨城県国際交流協会 

対  象：市内または近隣市町村に居住し，修了後は国際交流センターで 

活動する日本語ボランティアグループに所属し活動できる人 

内  容：外国人市民に日本語を教えるボランティアの養成を行った。 

講  師：野澤 眞貴（茨城県地域日本語教育推進員） 

参加者数：15人 

（ウ）研修会 

期  日：令和 6年 3月 9日(土)  

対  象：MIJ ネットワーク会員及び日本語教育に携わる人 

内   容：「地域日本語教育の今」をテーマに，地域日本語教育に関する国の方

針や制度，様々な取組に関する話を専門職員から聞いたほか，日本

語ボランティア同士の交流を図った。 

講  師：北村 祐人（文化庁国語課 地域日本語教育推進室専門職） 

参加者数：28人 



 

（３）国際交流に関する講演・講座・研修等の実施 

 市民に国際交流及び世界の文化等について理解を深めてもらうため，各種講座を実施す

るとともに，国籍を越えた市民同士の交流の場の創出に努めました。また，国際理解を促

すため，国際交流団体等が実施する講座等に外国人市民を講師として派遣しました。 

ア 国際理解講座 

世界各国の生活・文化・歴史等の理解を深めるため，関係団体の協力を得て国際理解

講座を実施した。 

（ア）世界の料理講座～つくってみよう世界の料理～ 

      外国人市民を講師として招き，世界の様々な国や地域の料理を通して，それぞれ

の国の文化や習慣を学ぶ料理講座を実施した。 

① マダガスカル編 

期  日：令和 5年 12月 2日(土) 

内  容：マダガスカル出身の方を講師に招き，家庭で作ることができる 

マダガスカル料理の調理方法を中心に，文化や習慣を紹介した。 

（ヘナキソアシーピティポア：豚肉とグリーンピースの煮込み／ 

マダガスカルチキン：鶏肉の料理／トマトのルガイユ：トマトと玉

ねぎのサラダ） 

講  師：ラスアナイヴ スアハニチャ ジェシカ(マダガスカル出身) 

参加者数：13人 

② 中国点心小菜編 

期  日：令和 6年 2月 25日(日) 

内  容：中国出身の方を講師に招き，家庭で作ることができる点心の調理 

方法を中心に，文化や習慣を紹介した。 

（凉拌菠菜
リャンバンポーツァイ

：特製タレでホウレン草の和え物／韮菜盒子
ジョォツァイハーズ

：韮

と炒り卵を包んだ焼き饅頭／番茄鸡蛋汤
バンジャージータンタン

：トマトと卵の家庭料理

スープ／甘 梅 薯 条
ガンメイシュウティアオ

：揚げさつまいもスティック(梅風味)） 

講  師：呉
ウー

 金
ジン

麗
レイ

（中国遼寧省出身） 

参加者数：14人 

 

 （イ）世界とつながる子ども教室 

多くのこどもたちに早期英語学習の機会を提供するとともに，語学学習だけではなく，

コミュニケーションツールとしての英語に親しむことを目的とした講座を実施した。 



 

① 子どものための国際教育講座 ～ハロウィン編～ 

期  日：令和 5年 10月 22日(日) ※時間帯を分けて同じ内容を 2回実施 

対  象：3～5歳の未就学児とその保護者 

内  容：「ハロウィン」をテーマとした歌やゲーム等の活動を通して，英語

に慣れ親しんだ。 

講  師：コートニー プール（カナダ出身，外国語指導助手(ALT)） 

参加者数：午前の部 37人（こども 19人，大人 18人） 

     午後の部 41人（こども 21人，大人 20人） 

② 子どものための国際教育講座 ～クリスマス編～ 

期  日：令和 5年 12月 16日(土) ※時間帯を分けて同じ内容を 2回実施 

対  象：小学生(1～3学年)とその保護者 

内  容：「クリスマス」をテーマとした工作やゲーム等の活動を通して，英

語に慣れ親しんだ。 

講  師：ジェイコブ シュアート（アメリカ出身，ネイティブ英語教員） 

参加者数：午前の部 23人（こども 13人，大人 10人） 

    午後の部 27人（こども 14人，大人 13人） 

③ 子どものための国際教育講座 ～イースター編～ 

期  日：令和 6年 3月 17日(日) ※時間帯を分けて同じ内容で 2回実施 

対  象：4～6歳の未就学児とその保護者 

内  容：「イースター」をテーマとした工作やゲーム等の活動を通して，英

語に慣れ親しんだ。 

講  師：メガン メンドーザ（アメリカ出身，㈱BUNKA BUDDY 代表取締役) 

参加者数：午前の部 28人（こども 14人，大人 14人） 

    午後の部 28人（こども 15人，大人 13人） 

（ウ）ワールドキッズセミナー 

海外事情に精通している講師を招き，各国の文化について日本語で紹介すること

で，多くのこどもたちに国際理解への知識を深める機会を提供する講座を実施した。 

① ポーランド編 

期  日：令和 5年 11月 11日(土) 

対  象：小学生とその保護者 

内  容：ポーランドの地理や文化，言語などについて学び，日本との比較

学習やゲストのポーランド人留学生との交流を通して，理解を深

めた。 



 

講  師：ビエルナツカ 山口 イボナ (ポーランド出身） 

参加者数：12人（こども 6人，大人 6人） 

（エ）世界の文化講座 

各分野の専門家や各国事情に造詣の深い人物を講師として招き，世界の文化，歴

史，社会，そして現地の見どころ等を通じて，国際理解を深めることを目的とした

講座を実施した。 

① なるほど！世界セミナー「文化の旅、フランス編」 

(G7 茨城水戸内務・安全担当大臣会合応援事業) 

期  日：令和 5年 6月 8日(木)，15日(木) (全 2回) 

内  容：教会建築を中心としたフランスの芸術や，日本とフランスの学校教

育の違いに関する話題などを通じて，国や文化への理解を深めた。 

講  師：神田 大吾（茨城大学人文社会科学部准教授） 

参加者数：22人 

② 世界の歩き方講座「行ってみたい！ヨーロッパの最も美しい村」 

期  日：令和 5年 11月 25日（土） 

内  容：「世界の最も美しい村連合会」が認定する各国の「最も美しい村」

を巡り，撮影・出版活動を続けている写真家が，ヨーロッパの

国々の美しい自然や文化，取材生活中に体験した人々との交流の

エピソードなどを，写真や映像などを交えて紹介した。 

講  師：吉村 和敏（写真家） 

参加者数：54人 

（オ）ワールドトーク World Talk! 

外国人ゲストが自国の文化等について紹介するほか，ゲストとの交流を通して世

界について学び，多文化共生への理解を深めることを目的とした講座を実施した。 

① ネパール編 

期  日：令和 5年 5月 27日(土) 

内  容：ネパールに焦点をあて，ゲストスピーカーが自国の文化や，最新

情報，経験談について紹介した。 

講  師：茂垣 ロメシュ シュレスタ（ネパール出身） 

参加者数：9人 

② ベトナム編 

期  日：令和 5年 11月 5日(日) 



 

内  容：ベトナムに焦点をあて，ゲストスピーカーが自国の文化や，最新

情報，経験談について紹介した。 

講  師：チン ティー ヴァン ユン（ベトナム出身） 

参加者数：17人 

③ パキスタン編 

期  日：令和 6年 2月 17日(土) 

内  容：パキスタンに焦点をあて，ゲストスピーカーが自国の文化や，最新

情報，経験談について紹介した。 

講  師：シィディッキ 竜姫
リュウ

（パキスタン出身） 

参加者数：20人 

（カ）ことばのひびきを楽しもう！ 

絵本を通じて外国語の音の響きを楽しみ，諸外国への関心と異文化理解に親しむ

機会を提供することを目的とし，外国語と日本語による読み聞かせを実施した。 

① 世界のことばでよみきかせ ～英語×日本語の巻～ 

期  日：令和 5年 6月 24日（土）※時間帯を分けて同じ内容を 2回実施 

内  容：英語と日本語で絵本の読み聞かせをしたほか，手遊びうたを通じ

て，異文化に親しんだ。 

[絵本] ねずみくんのチョッキ / あかずきん / おばけのてんぷら /  

どうするジョージ！ 

読 み 手：［英語］ウェイバリー チョウ（アメリカ出身，水戸市英語指導助手(AET)） 

［日本語］協会職員  

  参加者数：第 1部 30人（こども 14人，大人 16人） 

       第 2部 31人（こども 15人，大人 16人） 

② 世界のことばでよみきかせ ～英語×日本語の巻～ 

期  日：令和 5年 9月 30日（土）※時間帯を分けて同じ内容を 2回実施 

内  容：英語と日本語で絵本の読み聞かせをしたほか，手遊びうたを通じ

て，異文化に親しんだ。 

[絵本] まじょとねこどん ほうきでゆくよ / ももたろう /  

もりのおふろ / オレ、カエルやめるや 

読 み 手：［英語］ウェイバリー チョウ（アメリカ出身，水戸市英語指導助手(AET)）

［日本語］協会職員  

  参加者数：第 1部 25人（こども 12人，大人 13人） 

       第 2部 31人（こども 17人，大人 14人） 



 

③ 世界のことばでよみきかせ ～ドイツ語×日本語の巻～ 

期  日：令和 5年 12月 2日 (土)   

内  容：ドイツ語と日本語で絵本の読み聞かせをしたほか，手遊びうたを

通じて，異文化に親しんだ。 

[絵本] かべのむこうになにがある？ / おこりんぼママ / ごめんね！ /  

とらさん おねがい おきないで 

読 み 手：［ドイツ語］渡邉 ロスビタ（ドイツ出身） 

［日本語］協会職員  

  参加者数：41人（こども 17人，大人 24人） 

④ 世界のことばでよみきかせ ～英語×日本語の巻～ ＜出張開催＞ 

期  日：令和 5年 12月 13日(水)   

場  所：石岡市立府中小学校 

内  容：英語と日本語で絵本の読み聞かせをしたほか，手遊びうたを通じ

て，異文化に親しんだ。 

[絵本] あかずきん / もりのおふろ / レッド /オレ、カエルやめるや /  

どうするジョージ！ 

読 み 手：［英語］メガン メンドーザ(アメリカ出身，㈱BUNKA BUDDY代表取締役) 

[日本語］協会職員 

  参加者数：約 400人（1～6年生全校生徒，教職員，保護者） 

⑤ 世界のことばでよみきかせ ～英語×日本語の巻～ 

期  日：令和 6年 3月 3日(日)  ※時間帯を分けて同じ内容で 2回実施 

内  容：英語と日本語で絵本の読み聞かせをしたほか，手遊びうたを通じ

て，異文化に親しんだ。 

[絵本] わにわにのごちそう / おかあさんはね /ねえどっちがすき？/  

ママってすごーい！ 

読 み 手：［英語］ウェイバリー チョウ（アメリカ出身，水戸市英語指導助手(AET)）

[日本語］協会職員 

   参加者数：第 1部 31人（こども 14人，大人 17人） 

       第 2部 31人（こども 15人，大人 16人） 

 

 イ 国際交流パーティー 

   市内及び水戸市近郊に在住する外国人市民と地域住民がお互いの文化を紹介し体験す

るとともに，交流パーティーを通して相互理解を深めることを目的として開催した。 



 

(ア）お月見パーティー 

   期  日：令和 5年 10月 7日(土) 

   共  催：日本語ボランティア団体「ラブニール」 

   内  容：お月見をテーマに日本文化（着付け，書道，折り紙，紋切り）を紹介

したほか，外国人市民と地域住民との交流を図った。 

   参加者数：103人（うち外国人 38人） 

(イ）新春パーティー 

   期  日：令和 6年 1月 27日(土) 

   共  催：日本語ボランティア団体「ラブニール」 

   内  容：インド舞踊やガーナのパーカッション実演等，外国文化紹介を行った

ほか，外国人市民と地域住民との交流を図った。 

   参加者数：110人（うち外国人 60人） 

 

ウ 国際理解のための外国人紹介 

国際理解推進のため，地域団体等が国際交流に関する講座等を開催する際に，外国人

市民を紹介した。 

紹 介 数：3件（国際交流団体 3件） 

紹介者数：3人 

 

(４) 外国人市民に対する支援 

外国人市民や留学生に対し，水戸市や日本の文化の良さを理解してもらうため，各種

事業を行い，相互理解に努めました。 

ア  子どものための日本語ボランティア 

日本語指導を要する在住外国人の児童・生徒を対象に，国際交流センターにおいて毎

週日曜日に日本語を指導した。また，団体が行う定例会等の活動を支援した。 

(ア）子どものための日本語教室 

期  間：令和 5年 4月 16日～令和 6年 3月 10日(毎週日曜日) 

学習者数：11人 

ボランティア数：10人 

(イ）定例会 

    期  日：日曜日ほか（不定期） 

内  容：指導を必要とする児童・生徒の把握，教室運営について，意見・情報 

交換等を行った。 



 

イ 多文化共生のための日本語教育等支援事業 

日本語ボランティア人材育成及び日本語支援に関する意識醸成のため，日本語教育及

び多文化共生に関する講座を実施するとともに，日本語が全くできない学習者のための

日本語教室を実施した。 

(ア) 多文化共生社会及び地域日本語教育推進のための講座 

日本語教育に関する知識やコミュニケーションスキルの周知啓発を通じて，多文化

共生社会及び地域日本語教育への理解を深めることを目的とする講座を実施した。 

① 多文化共生理解講座「外国人市民対応職員研修」 

期  日：令和 6年 3月 8日（金） 

主  催：水戸市文化交流課 

共  催：公益財団法人水戸市国際交流協会 

対  象：外国人市民に窓口等で対応する水戸市職員及び外郭団体職員 

内  容：日本語を母国語としない外国人にもわかりやすい「やさしい日本

語」でのコミュニケーション方法や，情報を円滑に伝えるためのポ

イント，工夫などを学んだ。 

講  師：羽鳥 愛（茨城県国際交流協会地域日本語教育推進員） 

参加者数：28人 

 

(イ) 日本語プレ初級クラス 

日本語が全くできない学習者を対象に，資格を持つ講師の指導の下，日本で生活

するために必要な日本語を学ぶ教室を実施した。 

① 第 1期 

  期  間：令和 5年 4月 19日(水)～6月 1日(木)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 

学習者数：6人 

② 第 2期 

期  間：令和 5年 7月 19日(水)～8月 31日(木)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 

学習者数：5人 

③ 第 3期 (夜間開催) 

期  間：令和 5年 8月 22日(火)～10月 3日(火)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 

学習者数：3人 



 

④ 第 4期 

期  間：令和 5年 10月 11日(水)～11月 16日(木)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 

学習者数：5人 

⑤ 第 5期 

期  間：令和 6年 1月 24日(水)～2月 29日(木)（全 12回） 

講師/コーディネーター：5人 

学習者数：5人 

 

 ウ 外国人市民からの聞き取り 

外国人市民の増加・多様化が進む中，地域における多文化共生の促進を図ることを  

目的とし，今後の外国人市民支援事業の企画・立案に意見を反映させるため，必要に

応じて聞き取りを行った。 

 

エ 外国人のための防災対策事業 

地震等の災害が発生した際，外国人が文化や習慣，言葉の違いから大きな被害を受

けてしまうことを防ぐため，防災意識の啓発や防災対策事業を行った。 

(ア）防災訓練 

大地震により火災が発生した場合を想定し，適切で迅速な対応ができるよう，

地震及び火災の避難訓練や初期消火訓練を行った。 

① 前期 

期  日：令和 5年 6月 27日(火) 

参加者数：35人(外国人 10人，ボランティア等 14人，市職員 4人，協会職員 7人) 

② 後期 

期  日：令和 5年 12月 6日(水) 

参加者数：10人(外国人 2人，協会職員 8人) 

(イ) 防災講座 

東日本大震災の教訓を生かし，市民団体や水戸市と協力し，外国人市民を対象

に様々な防災対策事業を行った。 

① 防災講座 

期  日：令和 5年 6月 27日(火)  

       共  催：みと男女平等参画を考える会，水戸市防災・危機管理課 

       協  力：日本語ボランティアグループ「オルビス」 



 

内  容：避難訓練・シェイクアウト訓練を行うとともに，館内に防火シャ

ッターを下ろした状態での煙体験，救助袋を利用した脱出訓練，

消火訓練等を行った。  

参加者数：18人(うち外国人 10人) 

② 防災講座 

       期  日：令和 5年 9月 26日(火) 

       場  所：茨城大学国際交流会館 

       共  催：茨城大学国際交流課，みと男女平等参画を考える会，水戸市防

災・危機管理課 

内  容：茨城大学の留学生を対象に，日本で生活する上での基本的な防災 

情報を提供した。 

参加者数：19人(うち外国人 19人) 

③ 防災ミニ講座（日本語プレ初級クラス） 

期  日：令和 5年 8月 23日(水)，9月 20日(水)，11月 8日(水)， 

     令和 6年 2月 21日(水) 

       内  容：日本語プレ初級クラスの受講者を対象に，地震・台風などに関す

る基礎知識を，パワーポイント資料を使って学んだ。  

参加者数：13人(うち外国人 13人) 

④ 外国人リーダーのための防災研修 

期  日：令和 5年 11月 21日(火)  

場  所：アダストリアみとアリーナ 

主  催：茨城県，水戸市 

       内  容：水戸市で開催された「令和 5年度茨城県災害時外国人支援研修」に

おいて，地域におけるキーパーソンとなりうる外国人市民を対象

に，災害についての知識や災害時の行動等についての情報を提供す

るとともに，意見聴取を行った。 

参加者数：18人(うち外国人 18人) 

(ウ) 英語版避難場所地図／防災マニュアルの提供 

英語で表記された水戸市内の避難場所地図及び地震等に対する防災マニュアル

の頒布を行った。（水戸市英文地図に掲載） 

 

 



 

オ 外国人のための生活情報紙(Culture Pot MITO) の発行 

 水戸市に住む外国人市民に対して，生活に役立つ情報をわかりやすく届けるととも

に，水戸市への理解を深めてもらうことを目的に，季刊の生活情報紙を発行した。 

  発行言語：やさしい日本語版（ルビ付）・英語版 

発行時期 内 容 

2023年 夏号 

(6月発行) 

日本語表現(雨と暑さをあらわす言葉)，イベント情報，豆知

識，健康保険等の生活情報，茨城県内の電車・バス特集，いろ

いろニッポン（日本の夏のファッション）等 

2023年 秋号 

(9月発行) 

日本語表現(秋の気候と災害)，イベント情報，生活情報，水戸

のスポーツチーム・スポーツ選手を応援しよう！，いろいろニ

ッポン（秋のおいしい食べ物），保育園・幼稚園，「みとちゃ

り」等 

2023年 冬号 

(12月発行) 

日本語表現(寒さを表す言葉)，イベント情報，豆知識，生活情

報，年末年始に行く絶景スポット，いろいろニッポン（縁起

物），所得税・確定申告，日本語教室情報，年末年始の生活情

報，年賀状 等 

2024年 春号 

(3月発行) 

日本語表現(「桜」がつく日本語)，イベント情報，生活情報(自

動車税，在留手続き，日本語教室，ゴミの出し方)，水戸の名所

特集，いろいろニッポン(お弁当) 等 

 

カ 多言語生活ガイド(リビング・インフォメーション)の提供 

外国人市民の日常生活の利便性を高め，より快適で安全な生活を送ってもらうこと

を目的として，水戸市で生活する上で必要な情報を集約し，冊子やホームページ上の

電子書籍として提供した。 

形  式：冊子及び電子書籍 

言  語：やさしい日本語(ルビ付)，英語，中国語，韓国語 

キ どようサロン 

外国人市民の参加者減少に伴い，事業の見直しが必要とされたため，中止とした。 

 

ク 外国人市民のための日本文化体験事業 

(ア）市内ウォッチング  

① 水戸の魅力発見ツアー「坐禅とあじさい」  

期  日：令和 5年 6月 10日(土) 

内  容：日本文化として「坐禅」を体験したほか，あじさいの名所を訪れ，

日本の四季を楽しみながら，水戸の観光名所等の情報を提供した。 

訪 問 先：祇園寺，保和苑 

参加者数：18人(うち外国人 12人) 



 

(イ）日本文化体験 

① 社会科見学ツアー 

期  日：令和 5年 7月 16日(日) 

内  容：公共施設や文化施設等の訪問・見学を行い，日本の社会や文化への理

解を深めると同時に，参加者間の交流を楽しんだ。 

訪 問 先：キリンビール取手工場(取手市)，あみプレミアムアウトレット(阿見町) 

参加者数：15人(うち外国人 10人) 

② 日本文化体験ツアー「やまがた宿芋煮会と袋田の滝」 

期  日：令和 5年 11月 19日(日) 

内  容：観光スポットや文化施設等を訪問・見学を行い，日本の良さを知る

とともに，体験を通じて日本の文化について理解を深めた。 

訪 問 先：やまがた宿芋煮会会場(常陸大宮市)，袋田の滝(大子町) 

参加者数：43人(うち外国人 33人) 

③ 梅染め体験 

期  日：令和 6年 2月 4日(日) ※時間帯を分けて同じ内容を 2回実施 

内  容：「梅染め」の実習を通して，水戸の「梅」の文化や歴史に触れたほか，

参加者間の交流を楽しんだ。 

講  師：林 和男（水戸ユネスコ協会） 

参加者数：午前の部  9人(うち外国人 5人) 

     午後の部 14人(うち外国人 8人) 

(ウ）ガストロノミー・イン・みと 

   外国人市民に対し，日本の食文化や水戸市産の食材を通して，水戸の文化や歴史，

魅力等をホームページ上で発信した。 

 

ケ 英文地図の提供 

英語で表記された水戸市の地図（MITO CITY GUIDE MAP）を頒布した。 

 

  コ メール配信による情報の提供 

メール配信を希望する外国人市民に対して，市内及び近隣市町村で行われるイベント

や生活情報等，役に立つ最新情報を提供した。 

     配信言語：やさしい日本語，英語 

     対  象：外国人市民(配信希望者) 

     内  容：当協会実施の国際交流イベント情報(日本文化体験ツアー，防災講座， 



 

社会科見学ツアー，日本語多読教室，国際交流パーティー，梅染め)，

一般イベント情報(水戸漫遊マラソン，黄門まつり，梅まつり，桜まつ

り)，生活情報(災害に備えよう)ほか 

     配信回数：13回 

 

サ 相談窓口の常設 

日本人と外国人の，生活様式や習慣の違いから生じる悩みなどの相談に対し，アド

バイスや情報を提供した。 

内  容：運転免許証の取得・書き換えに関すること，行政手続に関すること，

在留資格に関すること，結婚・離婚に係る手続に関すること，医療・

社会保障制度に関すること，新型コロナウイルスに関すること，就職･

アルバイトに関すること，日本語学習に関すること，ボランティア活

動，翻訳に関すること，外国人の紹介に関すること 等 

相談者数：183人(うち外国人 141人) 

相談件数：183件(電話･電子メール相談 126件，来館相談 57件) 

 

 

(５) 国際交流に関する情報・資料の収集及び提供 

外国や日本の文化，国際交流に関する図書，資料等を広く集め，市民や外国人に提供

するとともに，機関紙及びホームページ等により，情報の発信に努めました。 

ア 協会機関紙等による情報発信  

(ア）協会機関紙の発行 

① 日本語版：年 3回発行(各 1,500部作成) 

市内公共施設に設置，姉妹都市関係者及び寄付者等を中心に送付 

発行時期 内 容 

5月(76号) 令和 5年度の事業計画 

12月(77号) 
「再始動！国際交流のあゆみ」，技能実習生と特定

技能，国際交流団体紹介，事業報告，行事予定 等 

3月(78号) 

「未来に羽ばたけ！外国籍の若者たち」，「高齢者

介護など日本の社会を支える技能実習生」，事業報

告，国際交流団体紹介 等 

 



 

   ② 3か国語版(英語・中国語・韓国語)：年 1回発行(1,000部作成) 

市公共施設に設置，外国人市民等に配布 

発行時期 内 容 

5月(21号) 令和 5年度の事業計画 

(イ）広報資料の頒布 

情報発信の一環として，協会作成のクリアファイル，エコバッグ，英文地図等の

広報用資料を頒布した。 

 

イ 図書・資料等の収集及び提供 

  日本語教室用の教科書や国内外の図書，資料等を収集し，提供した。 

 

ウ パソコン等の利用・提供 

情報コーナーにパソコンを設置し貸出したほか，公衆無線 LAN(Wi-Fi)を来館者に提

供した。 

   パソコン利用：56件（うち外国人 31件） 

 

エ ホームページ等による情報提供 

当協会ホームページにおいて最新情報，事業内容，運営情報等を提供した。また，

ソーシャルネットワーク（Facebook，LINE） において，当協会主催のイベント情報に

加え国際交流に限定しない一般のイベント情報や生活情報等を随時掲載した。 

ホームページ訪問数： 24,867件 

Facebook 投稿数： 71件(フォロワー657人) 

LINE 投稿数： 41件(友だち数 302人) 

 

(６）国際交流基金等の造成 

   市民から寄付をいただき，基金の造成に努めました。 

ア 一般寄付 

   1件 50,000円 

 

(７) 水戸市国際交流センターの管理及び運営の受託 

水戸市から国際交流センターの管理及び運営を委託され，市民から親しまれる施設と

して管理運営に努めました。  



 

ア 国際交流センターの管理及び運営 

(ア）国際交流センターの利用状況 

区  分 件  数 人  数 

国際交流関係 1,732件 21,515人 

一    般 190件 3,294人 

その他(減免) 4件 70人 

合    計 1,926件 
24,879人 

(うち外国人 6,915人) 

      開館日数：295日  

(イ）国際交流センターの管理運営業務 

① 施設利用受付及び貸出し業務 

研修室等の貸出し，使用料の徴収，貸出し備品の管理等の業務を行い，利用者

に快適なサービスを提供した。 

② 施設利用促進業務 

ホームページによる情報提供を行い，効率的・効果的な利用促進を図った。 

また，来館する外国人に対応するため，語学に堪能な職員を配置し，それぞれ

のニーズに応えられるよう努めた。 

③ 図書コーナーの管理業務 

外国に関する情報，外国語の図書，日本語教育に関する教材，外国語新聞，ビ

デオ等の国際交流に関するさまざまな情報の収集及び適切な管理を行うととも

に，来館者への閲覧及び貸出し業務を行った。 

     ④ MITOインターナショナルライブラリーの管理業務 

MITO インターナショナルライブラリーの蔵書登録及び貸出しの業務を行った

ほか，施設の周知を図るとともに，必要に応じて来館者への案内業務を行うな

ど，同施設の利用促進に努めた。 

⑤ 施設・設備の維持管理及び補修業務 

国際交流センターの施設及び設備を総合的に管理し，効果的な管理運営を図る

とともに，利用者に対し安全で快適な環境を提供するため，施設の維持管理及び

修繕を行った。 

      (a) 施設環境衛生管理業務 

施設の美観を維持し，国際交流センターの利用者に対し快適な空間を提供す

るため，下記の業務を行った。 



 

・日常清掃業務    休館日を除く毎日 

・定期清掃業務    年 2回 ＜6月，11月＞ 

・害虫防除業務    年 1回 ＜2月＞ ※ 調理室のみ 

・排水設備清掃業務  年 1回 ＜2月＞ 

・植物管理業務    年 5回 ＜7月，9月，12月，1月，3月＞ 

      (b) 設備保守点検業務 

来館者が安全で快適に利用できるよう関係法令や保安規定等に基づき又はそ

れに準じて，点検・清掃・測定・検査等を実施した。 

        ・空調及び給水設備保守点検業務  年 2回 ＜6月，11月＞ 

        ・飲料水水質検査         年 1回 ＜3月＞ 

        ・消防設備保守点検業務      年 2回 ＜6月，12月＞ 

        ・エレベーター設備保守点検業務  年 4回 ＜4月，7月，10月，1月＞ 

        ・エレベーター設備遠隔監視業務  毎日 

        ・自動ドア保守点検業務      年 3回 ＜7月，11月，3月＞ 

        ・自家用電気工作物保安管理業務  隔月 1回，年次点検＜10月＞ 

(c) 施設警備業務 

施設での盗難，火災その他侵入者の不法行為等による事故発生を未然に防止

するとともに，万一事故が発生した場合には迅速かつ適切な措置により，被害

を最小限にとどめるよう，勤務時間内については，職員が館内及び敷地内を定

期的に見回り，夜間及び休館日については，警備会社による機械警備及び巡回

警備を行った。 

(ウ）施設整備(修繕等)への対応 

① トイレ詰まり修繕（3F男性トイレ） 

  トイレ詰まりにより流れなくなったため，修繕を行った。 

② 洗面台自動水栓の交換（3F男性トイレ） 

  経年劣化により自動水栓が故障したため，交換を行った。 

③ ウォシュレットの交換（2F女性トイレ） 

  経年劣化により水漏れが発生したため，交換を行った。 

④ 受水槽バルブ交換（受水槽） 

給水栓の水が止まらなくなったため，バルブの交換を行った。 

⑤ 消防設備(誘導灯バッテリー)の交換 

設備の経年劣化に伴い，館内の誘導灯の部品の交換を行った。 

 



 

(８) その他 

ア 公益法人運営関連業務         

公益法人関連三法に基づき，次の業務を行った。 

・役員等の変更による行政庁(茨城県)への改変手続及び登記 (8月～9月) 

・行政庁(茨城県)への定期提出書類(令和 4年度事業報告及び収支決算書)の提出 (6月) 

・行政庁(茨城県)への定期提出書類(令和 6年度事業計画及び収支予算書)の提出（3月） 

 

イ 職場体験等の受入 

   学生等の就業意識の向上を図りながら，当協会や国際交流に対する理解の増進を図

ることを目的として，地域の学生を就業体験者として受入れた。 

(ア）大成女子高等学校 

期  日：令和 6年 2月 6日(火) 

人  数：1年生 3人 

実習内容：日本語教室見学，国際交流事業準備，事務及び施設管理補助，資料

及び図書の整理 等 

 

ウ 視察等の受入 

     国際理解の促進及び国際交流活動の活性化に向けた研修などを目的とした視察研

修団等を受入れた。 

(ア）水戸市立寿小学校 

期  日：令和 5年 10月 17日(火) 

内  容：6年生の校外学習の一環として，水戸市の多文化共生への取組と当協会

の事業について質疑応答するとともに，国際交流センターを見学した。 

人  数：11人 

(イ）水戸市立赤塚中学校 

期  日：令和 5年 11月 2日(木) 

内  容：1年生の「水戸探訪」の授業の一環として，水戸市内の外国人市民の現

状や，当協会の役割，外国人支援，国際交流の取組などについて質疑応

答するとともに，国際交流センターを見学した。 

人  数：3人 

 

 



 

エ 講演等の実施 

   国際交流に対する理解の増進を図ることを目的として，水戸市の多文化共生への取組み

や課題，当協会の事業概要などについて，講演等を行った。 

(ア）水戸葵陵高等学校 

期  日：令和 5年 7月 12日(水) 

内  容：「探究」の授業の一環として，水戸市内に居住する外国人市民の現状

や当協会の取組について講義した。 

場  所：水戸葵陵高等学校 

人  数：10人 



敬称略，順不同

令和 5 年 6 月 29 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 24 年 6 月 20 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 27 年 6 月 25 日

平成 23 年 9 月 14 日

令和 5 年 6 月 29 日

平成 27 年 6 月 25 日

令和 元 年 6 月 27 日

令和 元 年 6 月 27 日

令和 5 年 6 月 29 日

令和 5 年 6 月 29 日

令和 3 年 6 月 25 日

令和 2 年 6 月 17 日

平成 23 年 7 月 1 日

平成 23 年 7 月 1 日

令和 5 年 6 月 29 日

令和 4 年 6 月 24 日

令和 5 年 6 月 29 日

評 議 員 竹　村　　明　浩

評 議 員 上　原　　純　大

　　評議員20名

評 議 員 クレイ　バッセンジャー

評 議 員   朴　　  美　貞

評 議 員 須　能　　俊　光

評 議 員 幡　谷　　哲　子

評 議 員 小　林　　浩　一

評 議 員 池　田　　庸　子

評 議 員 大　竹　　伸　一

評 議 員 中　庭　　　忠　

評 議 員 石　田　　武　雄

評 議 員 上　村　　洋　美

評 議 員 宗　像　　真由美

評 議 員 小　柴　　庄　市

評 議 員 西連寺　　節　子

評 議 員 掛　札　　真　俊

評 議 員 藤　城　　公　子

評 議 員 中　庭　　陽　子

評 議 員 川　瀬　　由紀子

評 議 員 谷　萩　　紀　行

２　組織及び運営状況

　（１）　役員等について

　　　 ア　評議員体制(令和6年3月31日現在）

　役　名　 氏　　　名 就任年月日



敬称略，順不同

平成 30 年 5 月 25 日

平成 30 年 5 月 25 日

令和 4 年 4 月 1 日

平成 19 年 4 月 1 日

令和 4 年 3 月 25 日

令和 5 年 6 月 29 日

令和 3 年 6 月 25 日

令和 5 年 6 月 29 日

平成 19 年 4 月 1 日

平成 21 年 4 月 1 日

令和 6 年 3 月 27 日

平成 28 年 6 月 16 日

令和 2 年 3 月 28 日

令和 5 年 6 月 29 日

令和 4 年 6 月 24 日

令和 5 年 6 月 29 日

　　理事14名，監事2名

理　　事 小　嶋　　いつみ

監　　事 真　崎　　　茂　

監　　事 　永　井　　誠　一　

理　　事 小田木　　健　治

理　　事 　秋　葉　　宗　志　

理　　事 志　田　　晴　美

理　　事 　飯　野　　令　子　

理　　事 　桂　　　秀　明

理　　事 小田部　　　卓  

理　　事 幡　谷　　公　朗

理　　事 大　津　　亮　一

理　　事 　須　田　　浩　和　

　副理事長(代表理事) 櫻　庭　　紀久子

　常務理事(業務執行理事) 増　子　　孝　伸

理　　事 黒　澤　　輝　子

　　　 イ　役員体制(令和6年3月31日現在）

　役　名　 氏　　　名 就任年月日

　理 事 長(代表理事) 阿　部　　真　也



　　ウ　役員等の異動

令和6年3月27日 理　　事 小田木　健　治 　就　任

令和5年6月29日 監　　事 永　井　誠　一 　就　任

令和6年3月27日 理　　事 田　尻　　充　 　退　任

令和5年6月29日 理　　事 小　嶋　いつみ 　就　任

令和5年6月29日 監　　事 小田木　義　弘 　退　任

令和5年6月29日 理　　事 　大　津　亮　一　 　就　任

令和5年6月29日 理　　事 　飯　野　令　子　 　就　任

令和5年6月29日 理　　事 　依　田　　泉　　 　退　任

令和5年6月29日 理　　事 　川　上　幸　一　 　退　任

令和5年6月29日 評 議 員 上　原　純　大 　就　任

令和5年6月29日 理　　事 　福　島　辰　三　 　退　任

令和5年6月29日 評 議 員 幡　谷　哲　子 　就　任

令和5年6月29日 評 議 員 須　能　俊　光 　就　任

令和5年6月29日 評 議 員 宗　像　真由美 　就　任

令和5年6月29日 評 議 員 石　田　武　雄 　就　任

令和5年6月29日 評 議 員 小　嶋　いつみ 　退　任

令和5年6月29日 評 議 員 中　庭　陽　子 　就　任

令和5年6月29日 評 議 員 小　泉　光　子 　退　任

令和5年6月29日 評 議 員 鹿志村　浩　行 　退　任

令和5年6月29日 評 議 員 茂　木　好　美 　退　任

令和5年6月29日 評 議 員 金　成　　滋　 　退　任

異動年月日 役　名 氏　　名 備　　考

令和5年6月29日 評 議 員 　　林　　和　男　 　退　任



（２）　議決(報告)事項

　　ア　評議員会

 公益財団法人水戸市国際交流協会評議員の選任

令和6年3月27日

議案第5号  公益財団法人水戸市国際交流協会理事の選任

報告第2号  令和6年度公益財団法人水戸市国際交流協会事業計画

報告第3号  令和6年度公益財団法人水戸市国際交流協会収支予算

報告第4号  令和6年度公益財団法人水戸市国際交流協会事務局体制

令和5年6月29日

報告第1号  令和4年度公益財団法人水戸市国際交流協会事業報告

議案第1号  令和4年度公益財団法人水戸市国際交流協会収支決算

議案第2号  公益財団法人水戸市国際交流協会理事の選任

議案第3号  公益財団法人水戸市国際交流協会監事の選任

議案第4号

議決年月日 議決(報告)番号 件　　　　　　　名



議案第16号  公益財団法人水戸市国際交流協会事務局長の選任

報告第2号
 専決処分（公益財団法人水戸市国際交流協会給与
 規程の一部を改正する規程）

報告第3号
 専決処分（令和5年度公益財団法人水戸市国際交流
 協会収支補正予算）

報告第4号  業務執行状況報告

 公益財団法人水戸市国際交流協会任期付職員等就業
 規則

議案第13号
 公益財団法人水戸市国際交流協会職員就業規則の
 一部を改正する規則

議案第14号
 公益財団法人水戸市国際交流協会再雇用規程等の
 一部を改正する規程

議案第15号
 公益財団法人水戸市国際交流協会嘱託員就業規則等の
 一部を改正する規則

令和6年3月27日

議案第8号  令和6年度公益財団法人水戸市国際交流協会事業計画

議案第9号
 令和6年度公益財団法人水戸市国際交流協会基金の
 取崩

議案第10号  令和6年度公益財団法人水戸市国際交流協会収支予算

議案第11号
 公益財団法人水戸市国際交流協会処務規程等の一部を
 改正する規程

議案第12号

令和5年10月24日
（書面開催)

議案第6号
 公益財団法人水戸市国際交流協会臨時職員就業規則の
 一部を改正する規則

令和6年3月12日
（書面開催)

議案第7号
 令和5年度公益財団法人水戸市国際交流協会
 臨時評議員会の招集

 令和5年度公益財団法人水戸市国際交流協会
 定時評議員会の招集

報告第1号  業務執行状況報告

令和5年6月29日

議案第4号  公益財団法人水戸市国際交流協会代表理事の選定

議案第5号  公益財団法人水戸市国際交流協会業務執行理事の選定

　　イ　理事会

議決年月日 議決(報告)番号 件　　　　　　　名

令和5年5月31日

議案第1号  令和4年度公益財団法人水戸市国際交流協会事業報告

議案第2号  令和4年度公益財団法人水戸市国際交流協会収支決算

議案第3号



（３）　庶務事項

　　ア　法人登記

 代表理事の重任登記

監事の重任登記 真　崎　　茂　

阿　部　真　也 櫻　庭　紀久子

幡　谷　浩　史 須　田　浩　和

　桂　　秀　明 　小田部　　卓

田　尻　　充　 秋　葉　宗　志

小　林　浩　一

池　田　庸　子
バッセンジャー・
クレアランス

　朴　　美　貞 竹　村　明　浩

理事の重任登記

阿　部　真　也 櫻　庭　紀久子

増　子　孝　伸 黒　澤　輝　子

評議員の重任登記

川　瀬　由紀子 谷　萩　紀　行

西連寺　節　子 掛　札　真　俊

藤　城　公　子 上　村　洋　美

小　柴　庄　市 大　竹　伸　一

中　庭　　忠　

志　田　晴　美

理事の就任登記
大　津　亮　一 飯　野　令　子

小　嶋　いつみ

監事の就任登記 　永　井　誠　一　

監事の退任登記 　小田木　義　弘　

評議員の就任登記

中　庭　陽　子 宗　像　真由美

石　田　武　雄 幡　谷　哲　子

須　能　俊　光 上　原　純　大

登記年月日 登記事項 内　　　容

令和5年8月25日

評議員の退任登記

　林　　和　男 茂　木　好　美

金　成　　滋　 小　泉　光　子

鹿志村　浩　行 小　嶋　いつみ

理事の退任登記
福　島　辰　三 依　田　　泉　

　川　上　幸　一　


